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令和元年９月定例会（9月6日～ 20日）の議案審議結果
　条例の制定や、平成３０年度の会計決算などを審議しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 １ 号 野木町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定 全員賛成 可　決

第 ２ 号 野木町森林環境譲与税基金条例の制定 全員賛成 可　決

第 ３ 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例 全員賛成 可　決

第 ４ 号 野木町税条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ５ 号 野木町印鑑条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 6 号 野木町水道事業給水条例等の一部を改正する条例 賛成多数 可　決

第 7 号 平成３０年度野木町一般会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 8 号 平成３０年度野木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 9 号 平成３０年度野木町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

令和元年　第5回　野木町議会定例会
　９月６日から２０日までの１５日間の会期で、「令和元年第５回野木町

議会定例会」を開会しました。
　本会議では、町長から提案された議案２８件を審議しました。
　各議案の審議結果は以下（2 ～ 3 ページ）のとおりです。
　また、一般質問は８名の議員により、町政に関する諸問題や、将来の展
望などについて質問を行ないました。
　なお、各会計決算認定および一般会計補正予算（第２号）の審議を予算
決算常任委員会へ付託し、各課局単位による説明を受け決算審議を行ない
ました。
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議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 0 号 平成３０年度野木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 1 号 平成３０年度野木町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 2 号 平成３０年度野木町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 3 号 平成３０年度野木町営墓地事業特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 4 号 平成３０年度野木町野木東工業団地周辺開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 5 号 平成３０年度野木町水道事業会計決算の認定 賛成多数 認　定

第 1 6 号 令和元年度野木町一般会計補正予算（第２号） 全員賛成 可　決

第 1 7 号 令和元年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 1 8 号 令和元年度野木町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 1 9 号 令和元年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 2 0 号 令和元年度野木町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 2 1 号 令和元年度野木町水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成 可　決

第 2 2 号 町有財産の取得 全員賛成 可　決

第 2 3 号 町道路線の認定 全員賛成 可　決

第 2 4 号 町道路線の変更 全員賛成 可　決

第 2 5 号 教育長の選任につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第 2 6 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めること 全員賛成 同　意

第 2 7 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 全員賛成 適　任

第 2 8 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 全員賛成 適　任

議会を傍聴しませんか？

次回の定例会は 12 月 6 日から
開会予定です。
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【
自
主
財
源
】

　

地
方
自
治
体
が
自
ら
の
権
限
に
基

づ
い
て
自
主
的
に
徴
収
で
き
る
財
源

の
こ
と
で
す
。

【
依
存
財
源
】

　

中
央
政
府
や
都
道
府
県
を
経
由
す

る
財
源
の
う
ち
、
地
方
自
治
体
の
裁

量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
財
源
の
こ
と

で
す
。

【
調
定
額
】

　

調
定
と
は
、
歳
入
の
内
容
を
具
体

的
に
調
査
し
収
入
す
べ
き
金
額
を

決
定
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
決
定

し
た
額
の
こ
と
を
調
定
額
と
い
い
ま

す
。

【
予
算
現
額
】

　

当
該
年
度
に
執
行
す
る
全
事
業
の

基
と
な
る
予
算
の
総
額
で
、
当
初
予

算
に
補
正
予
算
と
前
年
度
か
ら
の
繰

越
予
算
を
加
減
し
た
総
額
の
こ
と
で

す
。

【
不
納
欠
損
額
】

　

す
で
に
調
定
し
た
歳
入
の
う
ち
、

督
促
等
を
行
な
っ
て
も
な
お
納
付
さ

れ
ず
に
時
効
を
迎
え
た
場
合
や
、
法

令
に
基
づ
い
て
債
務
を
免
除
し
た
場

合
に
、
損
失
と
し
て
処
分
す
る
額
の

こ
と
で
す
。

ち
ょ
っ
と
知
り
た
い

 

財
政
用
語

町　税
3,743,691
（47.5％）

その他
653,634
（8.3％）

県支出金
560,462
（7.1％）

国庫支出金
794,942
（10.0％）

地方交付税
690,273
（8.8％）

町　債
548,900
（7.0％）

その他
284,144
（3.6％）

繰越金
227,475
（2.9％）

繰入金
376,111
（4.8％）

単位（千円）
（構成比率）

自
主
財
源

依
存
財
源

総務費
972,346
（12.8％）

商工費
84,844
（1.1％）

議会費
112,053
（1.5％）

消防費
327,550
（4.3％）

公債費
598,329
（7.9％）

農林水産業費
315,537
（4.2％）

衛生費
664,947
（8.8％）

単位（千円）
（構成比率）

土木費
862,558
（11.4％）

民生費
2,706,024
（35.8％）

教育費
926,421
（12.2％）

　

９
月
６
日
、
平
成
30
年
度
会
計
決
算
は
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
説
明
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査
報
告
を
受
け
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
主
要
事
業
ご
と
の
決
算
説
明
、
質
疑
等
を
経
て
各
会
計
決
算

に
つ
い
て
「
認
定
す
べ
き
」
と
判
断
し
、
９
月
20
日
の
本
会
議
（
最
終
日
）
で

は
、
当
該
委
員
会
の
審
議
結
果
報
告
（
答
申
）
を
受
け
て
表
決
を
行
い
、
全
会

計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
会
計

決
算
を
認
定

歳　　入

歳　　出

決算額　7,879,632 千円

決算額　7,570,609 千円

一 般 会 計
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（
賛
　
成
）

小
泉　

良
一　

議
員

　

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
申
し
上
げ
る
。

　

決
算
の
認
定
制
度
の
意
義
に
照
ら
し
た

場
合
、
次
の
と
お
り
不
認
定
と
す
る
特
段

の
理
由
は
な
い
と
判
断
す
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算
に
見
込

ん
だ
補
助
金
よ
り
、
決
算
額
が
減
少
し
て

い
る
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
国
の
予
算
減

少
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
執
行
部
の
補
助

金
獲
得
の
努
力
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴

う
事
業
規
模
調
整
等
は
適
切
に
行
わ
れ
て

い
た
と
判
断
で
き
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
も
、
監
査
委
員
の
意
見

書
及
び
各
議
員
に
よ
る
質
疑
の
結
果
か
ら

判
断
し
て
、
特
段
不
認
定
と
す
る
点
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
特
段
反
対
す
る
理
由
は
な

い
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

討

論

【
一
般
会
計
決
算
認
定
】

（
反
　
対
）

宮
㟢
美
知
子　

議
員

　

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
改
修
に
つ
い

て
、
町
は
当
初
、
本
体
工
事
請
負
費
は
約

５
０
０
０
万
円
と
説
明
し
て
い
た
が
、
計

上
さ
れ
た
予
算
は
約
８
５
０
０
万
円
に
膨

れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
昨
年
、
使
え
る
と
さ
れ
て
い
た

エ
ア
コ
ン
が
開
設
直
前
に
動
か
ず
、
補
正

予
算
を
組
ん
だ
。
ま
た
、
本
体
工
事
と
は

別
に
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
費

１
８
７
万
円
を
予
算
計
上
。

　

結
局
、
総
予
算
１
億
１
１
０
万
円
、
入

札
後
の
決
算
額
は
８
９
３
０
万
円
と
な
っ

た
。

　

次
に
、
野
木
町
の
人
件
費
・
職
員
給
は
、

額
・
構
成
比
と
も
県
内
の
他
自
治
体
と
比

べ
て
高
く
、
職
員
等
も
増
え
て
い
る
が
、

建
築
士
有
資
格
者
は
皆
無
。
今
後
改
修
工

事
は
増
え
、
そ
の
額
は
半
端
で
は
な
い
。

　

真
剣
な
検
討
を
求
め
る
た
め
反
対
す
る
。

	 特　別　会　計� （単位：円）

会　　計　　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

国民健康保険特別会計 3,073,379,000 2,858,691,440 2,832,588,238 26,103,202

介 護 保 険 特 別 会 計 2,037,106,000 2,027,186,093 1,963,464,281 63,721,812

後期高齢者医療特別会計 294,998,000 294,142,162 291,265,133 2,877,029

農業集落排水事業特別会計 61,504,000 61,851,698 57,729,732 4,121,966

公共下水道事業特別会計 763,007,000 761,185,738 747,848,243 13,337,495

町営墓地事業特別会計 46,841,000 46,411,807 20,138,603 26,273,204

野木東工業団地周辺開発事業特別会計 1,000 600 600 0

	 水道事業会計� （単位：千円）

収　　　入 支　　　出 差　引　額

収 益 的 収 支 394,638,886 342,026,672 52,612,214

資 本 的 収 支 53,230,064 177,571,078 △ 124,341,014

＊資本的収支に係る不足額 124,341,014 円は、内部留保資金等で補てん。

＊野木東工業団地周辺開発事業特別会計は、平成３０年度で終了となる。
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一般会計

歳入について、町税は調定額の97.5％にあたる
37億4369万927円の収入を確保したが、前年度と
比較して収入率が0.5ポイント下落した。
歳入総額に占める町税の割合は47.5％で前年度
より4.6ポイント向上した。
町税の不納欠損額は、801万7748円で前年比299
万9182円（27.2％）の減となっている。
歳出は、予算現額に対して、支出済額75億7061
万93円、執行率94.6％、前年度比で0.2ポイント高
くなっている。
不用額は、2億2004万4907円で前年度比1億2097
万8978円（35.5％）の減となっている。
多額の不用額が生じないよう、予算額の見積り方
法等を検討し、適切な予算額の算定に努められたい。
地方交付税は、6億9027万３千円であり、前年
度比2925万7千円（4.4％）の増となっているが、財
政環境は依然厳しい状況にあることから、自主財源
の確保及び事務の合理化、経費節減等になお一層の
努力をされたい。
臨時財政対策債は、地方交付税の措置はあるもの
の、実質的には借り入れであり、将来負担に影響す
るため、起債には慎重にあたられたい。

特別会計

国民健康保険特別会計については、収入未済額が
減少し、納税相談等による収納率の向上が認められ
るが、さらに被保険者に対し国保制度について十分
な理解を求め、保険税滞納者に対しては個々の滞納
状況を把握し、関係各課との連携を密にして、さら
なる滞納額の減少に努め、収納率の向上を図ること
を望む。
国保税の不納欠損額については、前年度より217
万6789円の減となっている。
今後も公平な負担の原則を踏まえ、時効前の収納
に努めることを望む。
歳出では、医療費にかかる支出の抑制のため、更
なる疾病予防対策、特に特定健診受診率の向上、適
正受診等の啓発に努めることを望む。

介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計に
ついては、収入未済額・不納欠損額とも前年度より
減少しているが、滞納者に対して、負担に対する公
平性の確保のためにも、不納欠損に陥らぬよう、よ
り一層の保険料徴収強化を望む。
農業集落排水事業特別会計については、収入未済
額は前年度とほぼ同額であるが、不納欠損額はなく
改善がみられた。
使用料の公平な負担を期すため、徴収の強化と接
続率の向上に一層努められたい。
公共下水道事業特別会計については、収入未済額・
不納欠損額とも前年度より減少しているが、負担に
対する公平性の確保及び健全運営のためにも、一層
の収納率向上に努力されることを望む。
町営墓地事業特別会計については、町債の返済と
繰越金の扱いについて、今後の墓地販売状況、需要
の動向を踏まえ、適正に処理すべきである。
野木東工業団地周辺開発事業特別会計については、
歳入歳出とも適法に執行されており、適正である。

公営企業会計

水道事業会計については、貸倒引当金計上に見ら
れる不納欠損額が発生しているが、今後とも企業経
営の基本的原則に立ち、さらに努力すること、また、
収納の向上に努めることを望む。

審 査 の 結 果
審査に付された決算書並びに付属書は、いずれも
関係法令に準拠して作成されており、計数は正確で、
その内容も適正であることが認められた。

平成３０年度各会計決算に関する監査報告概要
９月定例会において、監査委員による各会計に関する決算の審査結果の報告が行われました。

決算審査の報告をする岩﨑忠義代表監査委員
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本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条

例

制

定

野
木
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
事
項
を
定

め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

　

※
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
地
方
公
務
員
法
で

定
め
ら
れ
た
、
１
回
の
任
期
が
毎
会
計
年
度
ご
と
と

な
る
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
給
与
や
服
務
規
則
が
正

規
職
員
に
準
ず
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

野
木
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
の
制
定

　

国
に
お
い
て
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

森
林
の
有
す
る
公
益
機
能
の
維
持
増
進
の

重
要
性
に
鑑
み
、
野
木
町
が
実
施
す
る
森

林
の
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
施
策

の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

条

例

改

正

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
改

正
法
律
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
印
鑑
登
録
原
票
の
登
録
す
る
事

項
に
旧
氏
を
加
え
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

野
木
町
水
道
事
業
給
水
条
例
等

の
一
部
改
正

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
改
定

に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

補

正

予

算

一
般
会
計
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
９
０

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
８
３
億
８

７
４
４
万
８
千
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は
、
各
費
目
に
お
け
る

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
の
人
件
費
の
増

減
や
母
子
衛
生
費
の
委
託
料（
産
後
ケ
ア

業
務
）の
新
設
、
林
業
振
興
費
の
積
立
金

（
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
）の
新
設
、

学
校
管
理
費
の
委
託
料（
小
・
中
学
校
施

設
改
修
事
業
）及
び
工
事
請
負
費（
小
・
中

学
校
施
設
改
修
事
業
）の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
85
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
27
億
５
５
８
４
万

８
千
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

職
員
の
人
件
費
の
増
額
や
賦
課
徴
収
費
の

委
託
料
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
８
３

万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
20
億
２
９

７
９
万
９
千
円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
償
還
金（
国
庫
負

担
金
等
返
納
金
）の
増
額
に
よ
る
も
の
で

す
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
５
８
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
９
５
９

万
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

職
員
の
人
件
費
の
減
額
や
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
の
増
額
に
よ
る
も
の

で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
７
億
８
３
０
８
万
３
千

円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

職
員
の
人
件
費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

野
木
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
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人

事

教
育
長

○
菊
地　

良
夫　

氏　
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
市
在
住

　

教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
長

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

○
爲
我
井　

志
麻　

氏　
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
字
潤
島
在
住

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

○
稲
田　

光
子　

氏　
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
字
丸
林
在
住

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
員
賛

成
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

○
五
月
女　

光
子　

氏　
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
字
野
木
在
住

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
員
賛

成
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
認
定

・
宅
地
造
成
に
伴
い
、
新
設
道
路
を
認
定

す
る
。

〔
路
線
名
〕

　
　

松
原
81
号
線
及
び
松
原
82
号
線

〔
延
長
〕

　
　

松
原
81
号
線　

27
．
２
ｍ

　
　

松
原
82
号
線　

１
３
８
．
５
ｍ

　　

委
員
会
審
議
の
結
果
で「
可
決
す
べ
き
」

と
な
り
、
本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
変
更

・
宅
地
造
成
に
伴
い
、
町
道
路
線
の
延
長

を
変
更
す
る
。

〔
路
線
名
〕

　
　

松
原
80
号
線

〔
延
長
〕

　
　
（
旧
）31
．
０
ｍ

　
　
（
新
）57
．
９
ｍ

　

委
員
会
審
議
の
結
果
で「
可
決
す
べ
き
」

と
な
り
、
本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
の
支
出
に
お
い
て
、
総

係
費
の
給
料
・
法
定
福
利
費
の
減
額
と
手

当
の
増
額
を
し
、
資
本
的
収
支
の
支
出
に

お
い
て
、
事
務
費
の
給
料
・
法
定
福
利
費

の
増
額
と
手
当
の
減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
事
案
件

町
有
財
産
の
取
得

・
水
防
拠
点
整
備
用
地
を
確
保
す
る
た
め
、

　

用
地
取
得
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

〔
取
得
す
る
土
地
〕

　
　

友
沼
字
下
影
２
７
３
１
番　

他

〔
取
得
財
産
・
面
積
〕

　
　

土
地（
地
目　

田　

他
）

　
　
　

６
９
６
８
．
67
㎡

〔
取
得
価
格
〕

　
　
　

２
３
９
５
万
３
千
３
６
８
円

　　

委
員
会
審
議
の
結
果
で「
可
決
す
べ
き
」

と
な
り
、
本
会
議
で
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

総務経済常任委員会
町内企業（２社）を視察しました

　

令
和
元
年
９
月
19
日
（
木
）

に
、
町
内
企
業
の
事
業
内
容
や

展
望
（
計
画
）
の
把
握
に
よ
り
、

官
民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
施
策
を
検
討
す
る
た
め
、

町
内
企
業
（
２
社
）
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
視
察
研
修
を
行
な

い
ま
し
た
。

日東工業株式会社　様

株式会社旭洋工業製作所　様
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一 般 質 問
９月議会での一般質問は８名の議員により、
町政に関する諸問題や将来の展望などについて質問を行ないました。

本文は、質問した
議員本人が要約して
執筆したものです

針谷　武夫　議員

・平地林について
・野良犬について
・2020 東京オリンピック、パラリンピッ

ク開催による町の効果について

P10 眞瀬　薫正　議員

・令和二年度の予算編成について

P14

坂口　進治　議員

・野木町の防災・減災の取り組みについて

P11 宮﨑 美知子　議員

・歩行者優先の道路行政について
・原爆記念日の黙祷実施について

P15

長澤　晴男　議員

・世界的に大きな問題となっている
  ビニール・プラスチックゴミについて
・町有地になったテニスコートについて
・町が交付するナンバーの課税について

P12 松本　光司　議員

・高齢者の安全運転支援について
・定住促進事業の PDCA サイクル
  について
・産後ケア事業の実施について

P16

梅澤　秀哉　議員

・町内の空き家の現状について
・ごみ収集の現状について

P13 鈴木　孝昌　議員

・安全・安心のまちづくりについて

P17
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

道路にはみ出した危険な樹木

野良犬目撃情報により設置
される捕獲箱

問答

国
が
森
林
経
営
管
理
法
を
制
定
し
た

引
き
続
き
森
林
整
備
を
継
続
さ
せ
る

町
は
山
林
所
有
者
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
り

保
全
管
理
を
す
す
め
て
い
く
の
か

針谷　武夫　議員

野
木
町
は
比
較
的

災
害
の
少
な
い
町

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
心
配
を
拭

い
去
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

特
に
道
路
に
は
み
出

し
た
枝
や
樹
木
は
、
倒

木
の
恐
れ
な
ど
が
あ
り

町
の
安
心
安
全
を
築
く

た
め
に
も
、
所
有
者
と

　

行
政
と
所
有
者
と
の

連
携
が
最
も
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
よ
り

国
の
森
林
譲
与
税

が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け

で
す
が
、
今
ま
で
の
と

ち
ぎ
元
気
な
森
づ
く
り

県
民
税
事
業
と
し
て
の

内
容
と
ど
う
違
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

今
ま
で
の
と
ち
ぎ

元
気
な
森
づ
く
り

県
民
税
事
業
の
大
部
分

が
森
林
環
境
譲
与
税
事

業
に
移
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

里
山
林
整
備
事
業
の

森
づ
く
り
活
動
団
体
実

施
分
の
み
が
、
と
ち
ぎ

元
気
な
森
づ
く
り
県
民

税
事
業
と
し
て
継
続
に

な
り
ま
す
。

野
良
犬
の
群
れ
が

確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
の
対
応
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

情
報
が
寄
せ
ら
れ

る
た
び
に
職
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
と
と
も
に
捕
獲
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
栃
木
県
動

物
愛
護
支
援
セ
ン
タ
ー

や
小
山
警
察
署
と
も
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
連

携
し
て
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

野
良
犬
の
発
生
の

原
因
は
、
何
な
の

か
伺
い
ま
す
。

飼
い
主
か
ら
逃
げ

出
し
た
か
、
飼
育

放
棄
さ
れ
た
犬
が
野
生

化
し
、
さ
ら
に
繁
殖
し

た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
に
野
良
犬
の

目
撃
情
報
が
あ
っ

た
時
に
は
、
身
の
安
全

を
図
る
た
め
に
、
情
報

の
提
供
が
一
番
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

職
員
は
現
場
に
急

行
し
、
現
場
確
認

を
行
な
い
ま
す
。

　

捕
獲
箱
の
設
置
等
の

検
討
、
同
時
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
登
録
制
メ
ー

ル
の
野
木
町
防
災
だ
よ

り
に
情
報
発
信
し
、
教

育
部
局
へ
の
早
急
な
連

絡
、
同
時
に
警
察
、
栃

木
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
に
通
報
し
ま
す
。

野
良
犬
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
る
か
伺
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
も

「
犬
の
正
し
い
飼
い

方
」に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
啓
発
を
図
り
、

周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

図
り
、
保
全
管
理
を
進

め
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

国
は
、今
年
４
月

に
森
林
経
営
管
理

法
を
制
定
し
、
施
行
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
と
の
意

向
を
調
査
し
た
う
え
で

優
先
順
位
を
定
め
な
が

ら
、
引
き
続
き
森
林
整

備
を
継
続
さ
せ
ま
す
。
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
避
難
訓
練
の
継
続
と
要
支
援

者
対
策
を
考
え
る

全
町
避
難
訓
練
で
検
証
を
活
か
し
改
善
す
る
事
を
伺
う

坂口　進治　議員

前
回
の
全
町
避
難

訓
練
で
の
問
題
点

の
検
証
に
基
づ
き
、
今

回
の
避
難
訓
練
で
取
り

入
れ
る
事
及
び
改
善
す

る
事
は
何
か
伺
い
ま
す
。

参
加
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
新
し
く
追
加
し

た
訓
練
の
内
容
と
し
て

は
、
避
難
所
運
営
訓
練
、

災
害
時
要
配
慮
者
に
対

す
る
支
援
訓
練
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
受

入
れ
訓
練
、
災
害
協
定

締
結
自
治
体
や
関
係
機

関
と
の
連
携
訓
練
等
で

す
。

災
害
発
生
時
に
車

で
避
難
す
る
町
民

が
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
示
し
た
高
台
の
会
社

や
民
間
の
空
き
地
、
駐

車
場
等
に
車
を
止
め
ら

れ
る
協
定
を
結
ぶ
考
え

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

基
本
的
に
災
害
時

の
車
で
の
避
難
は

二
次
災
害
の
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
車
を
使
用

し
な
い
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
協
定

を
結
ぶ
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
避
難
行
動

が
困
難
で
車
に
よ
る
避

難
し
か
で
き
な
い
方
は
、

個
人
の
判
断
に
任
せ
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

国
が
公
表
し
た
警

戒
レ
ベ
ル
の
周
知

を
図
る
た
め
、
県
で
作

成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
7
月
上
旬
に
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
１ 

気

象
庁
よ
り
早
期
注
意
報

発
表
」「
警
戒
レ
ベ
ル
２ 

気
象
庁
よ
り
大
雨
洪
水

警
報
発
表
」「
警
戒
レ
ベ

ル
３ 

町
災
害
対
策
本

部
よ
り
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」「
警

戒
レ
ベ
ル
４ 

町
災
害

対
策
本
部
よ
り
避
難
勧

告
・
避
難
指
示
」「
警
戒

レ
ベ
ル
５ 

災
害
発
生

情
報
」と
な
り
、
自
分

の
命
を
守
る
最
善
の
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

宇
都
宮
市
や
他
の

自
治
体
で
、
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
に
よ
る
緊

急
情
報
を
伝
え
る
試
み

を
し
て
い
る
が
、
町
は

将
来
取
り
入
れ
る
か
伺

い
ま
す
。

災
害
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
Ｌ
ア
ラ

ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
情
報
が
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

気
象
警
報
等
が
発
令

さ
れ
た
ら
テ
レ
ビ
の
上

段
に
警
報
等
の
情
報
を

表
示
し
、
町
民
に
知
ら

せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

国
か
ら
大
雨
災
害

情
報
の
５
段
階
表

示
方
式
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
町
民
に
対
し

て
具
体
的
に
警
戒
レ
ベ

ル
の
情
報
を
伝
え
る
か

伺
い
ま
す
。

（公園での集合風景）

全町避難訓練の様子

（避難所の風景）
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

プ
ラ
ご
み
の
的
確
な
回
収
と
処
理
に
は
町
民
の
協
力

が
必
要

世
界
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
町
の
対
応
は

長澤　晴男　議員

今
世
界
で
は
ビ
ニ

プ
ラ
ご
み
で
大
変

な
汚
染
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
海
洋
汚
染
が
深

刻
で
海
に
流
れ
出
た
プ

ラ
ご
み
の
回
収
処
分
は
、

数
十
年
か
か
り
、
海
底

に
沈
ん
だ
も
の
は
回
収

予
想
が
立
た
な
い
そ
う

で
す
。

　

日
本
は
プ
ラ
ご
み
を

海
外
に
輸
出
し
て
い
ま

し
た
が
、
受
け
入
れ
国

が
輸
入
禁
止
を
始
め
、

こ
れ
か
ら
は
年
に
１
０

０
万
ト
ン
を
国
内
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
先
進
国
の
中
で
、

プ
ラ
ご
み
の
排
出
量
は

ワ
ー
ス
ト
で
す
。

　

奈
良
の
公
園
で
死
ん

だ
鹿
、
14
頭
の
う
ち
９

頭
か
ら
大
量
の
レ
ジ
袋

が
出
て
き
ま
し
た
。

　

野
木
町
は
小
山
広
域

グ
ル
ー
プ
の
中
に
あ
り
、

ご
み
処
理
は
先
進
的
で

す
が
、
町
独
自
の
検
討

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

野
木
町
で
は
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
を

大
き
く
６
つ
に
分
け
て

収
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
で
プ
ラ
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
、

ビ
ニ
プ
ラ
の
的
確
な
回

収
と
処
理
に
は
町
民
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

今
後
と
も
広
報
に
努

め
、
プ
ラ
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
適
正
処
理
に

全
力
で
当
た
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
志
向
、
ス
ポ

ー
ツ
志
向
の
町
民

が
大
勢
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
か
ら

町
有
地
に
な
っ
た
製
薬

会
社
跡
地
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
２
面
あ
り
、

２
５
１
８
㎡
で
す
。
駐

車
場
も
近
く
に
あ
り
旧

池
を
含
め
た
面
積
は

８
８
９
３
㎡
あ
り
ま
す

が
、
町
の
利
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

当
初
は
ス
ポ
ー
ツ

関
係
で
の
利
活
用

を
検
討
し
ま
し
た
が
、

現
在
ま
で
利
用
す
る
団

体
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

位
置
的
な
利
点
を
生

か
せ
る
活
用
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町
が
交
付
す
る
ナ

ン
バ
ー
で
１
２
５

cc
以
下
の
原
付
は
、
ナ

ン
バ
ー
を
返
却
し
て
も

当
該
車
輛
を
保
有
し
て

い
る
限
り
、
課
税
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
こ
と

と
、
ナ
ン
バ
ー
を
返
却

し
て
３
年
後
に
再
登
録

し
た
場
合
、
３
年
分
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

地
方
税
で
規
定
さ

れ
、
車
輛
を
所
有

し
て
い
れ
ば
納
税
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

スーパーマーケット等に設置
されているペットボトル処理機

製
薬
会
社
跡
地
の
荒
廃
し
た

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
入
り
口
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議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

問答

空
き
家
問
題
に
特
化
せ
ず
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
の
条
例
で
あ
れ
ば
今
後
検
討
す
る

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
す
る
必
要
は
な
い
か

梅澤　秀哉　議員適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家

の
近
隣
住
民
か
ら
の
相

談
に
対
し
、
空
き
家
の

所
有
者
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

現
場
の
状
況
写
真

と
、
自
分
で
管
理

で
き
な
い
場
合
の
対
応

方
法
の
紹
介
等
を
同
封

特
定
空
き
家
に
は

認
定
さ
れ
な
い
が

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
住
宅
が
平
成
29
年

度
で
１
０
０
軒
あ
り
、

住
宅
密
集
地
の
樹
木
繁

茂
に
関
す
る
相
談
が
多

い
と
い
う
現
状
か
ら
、「
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」を
制
定
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

空
き
家
関
係
の
行

政
指
導
、
改
善
命

令
は
空
き
家
等
特
措
法

で
対
応
で
き
る
の
で
、「
野

木
町
を
住
み
よ
い
町
と

し
て
い
く
た
め
の
姿
勢
」

を
示
す
条
例
と
い
う
形

で
あ
れ
ば
、
条
例
化
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た「
管
理
の
お
願
い
」を

所
有
者
に
送
付
し
て
経

過
観
察
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
期
間
に
対
応
が

無
か
っ
た
場
合
、
再
度

お
願
い
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
の
4

年
間
で
、
約
6
割
の
所

有
者
に
対
応
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
約
4
割

が
未
対
応
で
す
。

　

空
き
家
が
管
理
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
原
因

で
隣
家
に
被
害
を
与
え

て
し
ま
っ
た
場
合
、
損

害
賠
償
責
任
が
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

を
所
有
者
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

適
正
に
管
理
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に

よ
る
所
有
者
の
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
今
は
通

知
の
中
に
記
載
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
他
市
町
の

対
応
も
確
認
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
治
会
長
に
対
し
、

ご
み
出
し
ル
ー
ル

違
反（
×
シ
ー
ル
）と
な

っ
た
ご
み
を
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
良
い
の

か
文
書
で
提
示
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
か
。

協
議
し
て
、
何
ら

か
の
形
で
周
知
で

き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

環
境
委
員
さ
ん
等

ご
み
収
集
現
場
の

生
の
声
を
広
報
に
掲
載

す
る
こ
と
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。現場

の
苦
労
を
知

っ
て
、
町
民
全
体

で「
き
れ
い
な
町
づ
く
り
」

と
い
っ
た
観
点
か
ら
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

管理されていない空き家
（隣家の庭に覆いかぶさるような樹木）

ルール違反（×シール）で
未回収となったごみ
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

ス
ク
ラ
ッ
プ・ア
ン
ド・ビ
ル
ド
で
予
算
縮
減
を

令
和
２
年
度
の
予
算
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

眞瀬　薫正　議員

本
年
度
事
業
の
見

直
し
や
削
減
を
し

た
が
、
経
費
を
抑
え
る

手
段
と
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
予

算
編
成
に
お
い
て

も
、
今
年
度
同
様
に
経

費
を
再
検
討
し
た
上
で
、

全
分
野
に
わ
た
り
、
ス

リ
ム
化
を
図
り
経
費
の

節
減
に
努
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。

扶
助
費
等
義
務
的

経
費
の
増
加
傾
向

が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

対
応
策
と

見
直
し
に

つ
い
て
伺

い
ま
す
。

扶
助
費
は
国
の
施

策
に
よ
り
増
加
傾

向
に
あ
り
抑
制
す
る
こ

と
は
困
難
と
判
断
し
ま

す
。
10
年
前
と
比
較
す

る
と
２
倍
以
上
に
な
り
、

今
後
も
続
く
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

借
入
す
る
負
債
は
償

還
額
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
で
き
る
だ
け
有

利
な
も
の
を
選
定
し
、

抑
制
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

基
金
の
減
少
や
起

債
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
く

ら
い
ま
で
が
持
続
可
能

と
考
え
ら
れ
る
か
伺
い

ま
す
。

各
基
金
の
残
額
は

10
年
前
と
比
較
す

る
と
約
30
％
減
少
し
て

お
り
ま
す
が
、
起
債
に

つ
い
て
は
例
年
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
。

　

ま
だ
ま
だ
健
全
財
政

を
維
持
し
て
い
る
範
囲

内
に
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
経
費

の
節
減
や
借
入
の
抑
制

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

第
二
工
業
団
地
に

多
額
な
投
資
を
し
、

ま
た
奨
励
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
回
収
す
る
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思

い
ま
す
が
。

企
業
誘
致
等
が
財

政
を
圧
迫
し
て
い

な
い
か
、
他
の
要
因
は

何
か
伺
い
ま
す
。

原
因
は
義
務
的
経

費
で
あ
り
、
工
業

団
地
は
町
が
元
気
に
な

る
た
め
の
投
資
で
す
。

各
市
町
の
基
金
の

状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

基
金
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
全
体
と

し
て
基
金
の
合
計
で
は

少
な
い
ほ
う
で
あ
り
ま

す
。

「広報のぎ　５月号」掲載の
平成 31年度予算

第２工業団地内に新設された道路

土
地
開
発
公
社
に

対
す
る
負
債
金
と

奨
励
金
を
合
せ
て
、
約

12
億
３
千
万
円
ほ
ど
投

資
し
て
い
ま
す
。
今
の

時
点
で
町
の
試
算
で
は

２
０
２
７
年
に
税
収
が

上
回
り
回
収
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

信
号
機
が
な
い
横

断
歩
道
を
渡
ろ
う

と
し
て
い
る
歩
行
者
が

い
る
の
に
、
車
が
一
時

停
止
を
し
な
い
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

停
止
率
、
全
国
平
均
8.6

％
に
対
し
、
栃
木
県
は

全
国
最
低
の
0.9
％
で
、

千
台
の
内
、
９
台
し
か

止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

県
は「
止
ま
っ
て
く

れ
な
い
栃
木
県
」脱
却

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

町
の
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
内
で
今
年
３
名

の
死
亡
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

運
転
者
の
３
Ｓ
マ
ナ

ー
を
徹
底
し
、
横
断
歩

道
の
大
原
則
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

止
ま
っ
て
く
れ
な

い
横
断
歩
道
が
ど

れ
ほ
ど
危
険
な
の
か
。

県
内
で
は
こ
の
５
年
間

で
、
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
車
に
は
ね
ら

れ
た
歩
行
者
の
事
故
は

１
５
８
件
と
、
信
号
機

が
あ
る
交
差
点
事
故
の

３
倍
の
10
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
衝
突
直

前
の
速
度
は
、
半
数
が

時
速
50
キ
ロ
以
上
と
徐

行
す
る
様
子
も
な
く
ぶ

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
優
先
の
横
断

歩
道
で
命
を
落
と
す
事

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
一
時
停
止
は

マ
ナ
ー
で
は
な
く
ル
ー

ル
で
す
。

　

町
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

道
路
交
通
法
38
条

に
あ
る
、
守
る
べ

き
ル
ー
ル
、
法
律
で
す
。

違
反
に
は
罰
則
が
あ
り

ま
す
。ル

ー
ル
啓
発
の
積

極
的
な
対
応
を
伺

い
ま
す
。

法
律
の
存
在
も
な

か
な
か
認
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
町
民
へ

の
意
識
啓
発
と
併
せ
、

職
員
に
一
時
停
止
は
必

ず
実
行
す
る
よ
う
に
徹

底
し
ま
す
。

歩
道
の
連
続
性
が

重
要
で
す
。
大
通

り
と
交
差
す
る
信
号
機

の
な
い
主
な
交
差
点
に
、

横
断
歩
道
を
標
示
し
、

連
続
性
を
図
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
。

設
置
権
限
が
警
察

に
あ
り
ま
す
の
で
、

危
険
箇
所
の
点
検
を
踏

ま
え
、
警
察
と
相
談
し

て
い
き
ま
す
。

原
子
爆
弾
の
怖
さ

を
伝
え
て
い
く
た

め
、
８
月
６
日
、
９
日

に
町
と
し
て
黙
祷
実
施

を
提
案
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
。

町
は
平
成
26
年
か

ら
中
学
生
を
主
役

と
し
て
、
町
長
、
町
職

員
並
び
に
先
生
も
、
広

島
平
和
記
念
式
典
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
広
島
と
長
崎

市
長
か
ら
全
国
知
事
に

黙
祷
等
の
依
頼
が
あ
り
、

役
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
広
報
等

で
呼
び
か
け
、
全
町
民

に
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の
一
時
停
止
は
、
明
確
な

ル
ー
ル
、
法
律
で
あ
る
と
の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
く

「
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
横
断
歩
道
」
か
ら
の
脱
却
に

つ
い
て
、
町
の
対
策
を
伺
う

宮﨑 美知子　議員

歩行者を守る横断歩道の設置を
（駐輪場が近い西口郵便局交差点）

歩
道
の
連
続
性
を

（
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
友
沼
店
付
近
）
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9
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

問答

高
齢
運
転
者
が
安

全
に
運
転
で
き
る

よ
う
、
町
内
の
運
転
免

許
を
保
有
す
る
高
齢
者

５
２
４
３
名
を
対
象
に
、

安
全
装
置
を
搭
載
し
た

「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト

車
」に
買
い
替
え
た
時

の
一
部
補
助
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

県
知
事
が
県
民
と

の
対
話
の
中
で「
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、

各
市
町
が
取
り
組
ん
で

い
け
ば
応
援
す
る
形
に

な
る
と
思
う
」と
答
え
て

お
り
ま
す
。

　

情
勢
を
見
な
が
ら
判

断
し
ま
す
。

「
友
愛
記
念
病
院

か
ら
の
復
路
の

便
」「
新
小
山
市
民
病
院

へ
の
乗
り
入
れ
」「
古
河

市
内
へ
の
乗
り
入
れ
」

「
土
・
日
の
利
用
」「
時

間
の
延
長
」等
で
す
。

町
民
の
要
望
が
実

現
す
る
よ
う
、
町

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。

町
公
共
交
通
活
性

化
会
議
、
古
河
市
、

古
河
市
の
ハ
イ
ヤ
ー
運

営
協
議
会
、
小
山
市
、

小
山
市
の
タ
ク
シ
ー
事

業
者
等
と
の
協
議
・
合

意
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
車
両
追
加
を
含

め
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

※
上
か
ら
4
段
目
の
ト
レ
イ

ル
メ
イ
キ
ン
グ
テ
ス
ト
と
は
、

脳
機
能
障
害
で
あ
る
注
意
障

害
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
検

査
で
す
。

町
村
会
か
ら
県
に
助
成
す
る
制
度
を
要
望
し
て
い
る

の
で
推
移
を
見
な
が
ら
考
え
る

急
発
進
防
止
装
置
の
助
成
に
つ
い
て
町
の
取
り
組
み

を
伺
う

松本　光司　議員

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
、
高
齢
者
の

死
亡
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

そ
の
防
止
策
と
し

て
、
町
内
の
運
転
免
許

を
保
有
す
る
後
期
高
齢

者
１
３
７
４
名
を
対
象

に
、
後
付
け「
急
発
進

防
止
装
置
」を
取
付
け

る
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
、
町
の
取
り
組
み
を

伺
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
予

算
編
成
並
び
に
施

策
と
し
て
、
町
村
会
か

ら
県
に
そ
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
の
創
設
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

状
況
推
移
を
見
な
が

ら
考
え
ま
す
。

高
齢
者
の
脳
の
処

理
能
力
の
低
下
は
、

死
亡
事
故
に
影
響
し
ま

す
。

　

そ
の
予
防
策
と
し
て
、

※
ト
レ
イ
ル
メ
イ
キ
ン

グ
テ
ス
ト
の
採
用
を
提

案
し
ま
す
。

町
警
察
と
相
談
し

ま
す
。

運
転
免
許
を
返
納

し
移
動
手
段
を
失

っ
た
高
齢
者
は
、
要
介

護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
云
わ
れ
、

今
後
、
足
の
確
保
が
極

め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
翼
を
担
う
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、
町
は
町
民
の
要

望
を
ど
こ
ま
で
把
握
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

事故防止のための急発進防止装置

移動手段として一翼を担うデマンドタクシー



議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
道
路

網
の
整
備
を
定
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
先
の
具
体
的
施
策

を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

静
岡
市
の
道
路
に
特

化
し
た「
道
路
計
画
」を
、

調
査
研
究
し
学
ぶ
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

提
案
さ
れ
た
事
例

は
、
今
後
の
道
路

行
政
の
参
考
に
な
り
ま

す
の
で
、
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

車
両
が
走
行
す
る

良
好
な
空
間
の
基

準
を
伺
い
ま
す
。

道
路
構
造
条
例
が

管
理
基
準
と
な
り
、

良
好
な
空
間
は
道
路
法

で
建
築
限
界
と
言
い
ま

す
。

　

車
道
は
原
則
舗
装
か

ら
4.5
ｍ
以
上
の
高
さ
の

部
分
を
空
間
と
し
て
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

建
築
限
界
を
踏
ま

え
、
危
機
管
理
予

防
策
を
如
何
に
考
え
る

か
が
安
全
安
心
に
繋
が

り
ま
す
。

　

佐
賀
県
で
、
落
下
し

た
街
路
樹
が
軽
自
動
車

に
衝
突
し
、
幼
い
子
供

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
痛
ま
し
い

事
案
は
絶
対
に
起
こ
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
街

路
樹
の
管
理
方
法
の
再

検
討
を
望
み
ま
す
。

建
築
限
界
を
意
識

し
た
管
理
の
中
、

高
木
の
下
枝
の
高
さ
管

理
を
重
点
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町
は
間
伐
を
検
討

し
て
い
ま
す
が
、

安
心
安
全
を
第
一
に
考

え
、
全
部
伐
採
が
最
善

の
選
択
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

街
路
樹
管
理
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
の
中
で
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

伐
採
に
至
っ
た
時

の
木
材
活
用
と
し

て
、
幼
保
小
中
学
生
対

象
に
マ
イ
箸
製
作
で
親

子
間
の
箸
渡
し
事
業
や
、

卒
業
生
対
象
に
校
歌
等

を
刻
み
額
の
制
作
を
行

い
母
校
に
飾
る
活
用
は
、

食
の
教
育
・
郷
土
愛
・

母
校
愛
を
育
む
教
育
に

有
効
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

目
的
に
合
せ
た
乾

燥
・
製
材
の
形
で

学
校
に
搬
入
頂
け
れ
ば
、

教
育
的
に
有
効
で
あ
り

活
用
で
き
ま
す
の
で
、

加
工
費
用
・
素
材
を
含

め
、
専
門
家
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
調
査
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
管
理
の
予
算

拡
充
を
図
り
、
危

険
箇
所
で
あ
る
東
工
業

団
地
路
線
の
街
路
樹
管

理
を
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

予
算
確
保
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

策
定
に
準
ず
る
総
合
計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
道
路
網
の
整
備
を
定
め
て
い
る

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
の
礎
と
な
る
、
道
路
に
特
化

し
た
「
道
路
計
画
」
を
策
定
す
る
考
え
は

鈴木　孝昌　議員

建築限界の中を走行する車両

街路樹の現状
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令和元年9月定例会  各 議 案 に 対 す る 賛 否 （議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

眞
瀬　
薫
正

長
澤　
晴
男

館
野　
孝
良

館
野　
崇
泰

鈴
木　
孝
昌

坂
口　
進
治

折
原　
勝
夫

小
泉　
良
一

針
谷　
武
夫

松
本　
光
司

小
川　
信
子

梅
澤　
秀
哉

賛　
　
成

反　
　
対

採
決
結
果

野木町水道事業給水条例等の一部を改正する条例 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可決

平成３０年度野木町一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 1 認定

平成３０年度野木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町営墓地事業特別会計歳入歳出決算の
認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町野木東工業団地周辺開発事業特別会
計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

平成３０年度野木町水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 0 認定

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加

議 会 の 主 な 活 動 記 録

　この秋の台風・豪雨による被害
を受けられた皆様には謹んでお見
舞い申し上げますとともに、１日
も早い復旧を心よりお祈り申し上
げます。

	 ８月	１０日	 益子のひまわり祭り
	 	２１日	 戦没者追悼式
	 	 	 山形県朝日町議会視察対応
	 	２３日	 かみのかわサンフラワー祭り
	 ９月	 ６日	 令和元年第５回野木町議会定例会
	 	 	 （～20日）
	 	２０日	 野木町中学生海外派遣事業報告会
	 	２７日	 敬老会
	 	３０日	 徳島県北島町議会視察対応
	１０月	 １日	 福島県北塩原村議会視察対応
	 	 ３日	 総務経済常任委員会視察（～4日）
	 	１７日	 議会運営委員会視察（～18日）
	 	３０日	 町民と議会による意見交換会

（対象　商工会）

＊ 編 集 後 記 ＊
この127号は新メンバーで試行錯誤しながら
の2号目の議会だよりになります。9月定例会終
了後の第１回編集委員会の時には、残暑という
陽気でしたが、10月に入り台風19号の通過後は
急に肌寒くなってしまい、年々秋が短くなって
いくように感じます。
さて、前号の表紙は議会のことをもっと知っ
ていただきたいとの思いで、全議員が揃う議場
での写真を掲載しました。次号からは表紙と関
連づけた編集後記になりますので、編集委員が
どんな写真を選ぶのかも楽しみにしていてくだ
さい。

議会だより編集副委員長　小川　信子　

《編集発行　議会だより編集委員会》
委 員 長　梅澤 秀哉　 副委員長　小川 信子
委　　員　館野 孝良　 委　　員　館野 崇泰
委　　員　小泉 良一　 委　　員　針谷 武夫
〒 329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林 571
TEL 0280-57-4106　FAX 0280-57-4190
E-mail：gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

 台風・豪雨による被害　
 を 受 け ら れ た 皆 様 へ　


